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基本理念

　　　㈱古賀造園は、地球環境保全また改善を重要な課題と位置づけ、造園

　緑化・維持管理の事業活動を通じて環境への負担軽減に積極的に取り組み

　緑豊かな社会の実現を目指し活動します。

行動指針

　　　・省エネルギーの推進

　　　・二酸化炭素排出制限への取り組み

　　　・節水活動

　　　・建設材料や副資材等のリサイクル化

　　　・グリーン購入の推進

　　　・廃棄物の削減

　　　・環境負荷の低減に資する設計・提案の推進

　　　・農薬等の適正使用と使用量の管理

　　　・環境関連法規を社員全員に周知徹底することにより、1人1人の

　  　・ 環境保全に対する意識向上を促す。

　  　・ 環境経営の継続的改善を誓約します。
制定日　：　平成２９年10月　1日
改定日　：　令和　4年　3月15日

株式会社　古賀造園

代表者取締役　　
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1 . 環境経営方針



2 . 組織の概要と認証・登録の対象範囲

1　　　組織の概要

1） 事業者名及び代表社名

株式会社 古賀造園
代表取締役　　古賀　正昭

2） 会社設立年月日

3） 所在地

本社
〒807-0806　福岡県北九州市八幡西区御開三丁目1-5

資材置場
〒807-0806　福岡県北九州市八幡西区御開３丁目3

4） 環境管理責任者及び連絡先

古賀　寛之
TEL：093-601-0495　　　FAX：093-601-9574

5） 事業内容

造園工事業全般　（造園・緑化・維持管理・設計）

6） 事業規模

資本金 万円 （R4年度）
売上高 万円 （R4年度）
従業員数 人 （R4年度）

7） 事業年度

1月～12月

2　　　認証・登録の対象範囲

1） 対象事業所

全社、全組織を対象とする

2） 事業活動

造園工事業全般

2
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平成30年6月1日



B5

承認 作成者
氏名 古賀正昭 古賀寛之

作成日

　　　　古賀　寛之

　　　総務部門 　　　工事部門
部長：古賀　ひとみ 部長：山本　德寿
   　　古賀　寛之 　　   菅　裕昭

　　   吉武　純一

役割分担表

エコアクション21専用部署の役割

エコアクション21事務局 エコアクション21関係文書・書類・記録の作成・維持・管理

3

３.　　株式会社　古賀造園　エコアクション21　実施体制

山本　德寿 工事部長 工事部門におけるエコアクション21の遂行を統括する

専用部署名 運営目的・役割・機能

エコアクション21委員会
3ヶ月に1回開催し、環境目標の達成状況及び活動状況を審
議する

古賀　寛之 環境管理責任者

全体の把握/環境経営システムを構築・運用しその状況を代
表者に報告する

・各部門におけるエコアクション21の遂行管理にあたる
・各部門における環境教育を担当する

古賀　ひとみ 総務部長
エコアクション21委員会及び環境管理責任者に必要な情報を
提供するとともに、委員会の決定事項等を社内に周知しエコ
アクション21を着実に実施する

　　　　古賀　ひとみ

氏名 所属（役職） 役割・責任・権限・使命

古賀　正昭 代表者
全体の統括、環境方針の設定、環境への取組を実施するた
めの資源の準備、全体の評価と見直し

エコアクション21事務局

代表者 2017.12.10
古賀　正昭

エコアクション21委員会
古賀　正昭
古賀　寛之

古賀　ひとみ
山本　德寿

環境管理責任者
兼エコアクションリーダー

古賀　寛之



作成日：平成30年12月14日

追記：令和4年2月16日　※追記事項：令和5年度以降目標値

平成２８年度
（基準目標）

令和4年度
目標

令和5年度
目標

令和6年度
目標

令和7年度
目標

2月～翌１月 1月～12月 1月～12月 1月～12月 1月～12月

kg-CO2 21078.8
20024.8

(5%)
19814.0

(6%)
19603.3

(7%)
19392.5

(8%)

kg-CO2/

百万円
526.34

500.02
（5％）

494.75
（6％）

489.5
（7％）

484.2
（8％）

1-1
kWｈ/
百万円

255.25
245.04
（4％）

243.76
（4.5％）

242.49
（5％）

241.21
（5.5％）

1-2 ℓ/百万円 利用無し 利用無し 利用無し 利用無し 利用無し

1-3 ℓ/百万円 133.6
128.25
（4％）

127.58
（4.5％）

126.92
（5％）

126.52
（5.5％）

1-4 ℓ/百万円 50.8
48.76
（4％）

48.51
（4.5％）

48.26
（5％）

48.0
（5.5％）

2 - 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

3
㎥/百万

円
7.55

7.24
（4％）

7.21
（4.5％）

7.17
（5％）

7.13
（5.5％）

4 - 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

使用機材の切替
（低燃費・低排出）

切替
品目数

0 1以上 1以上 1以上 1以上

車両の切替
省エネ車
保有台数

（％）
0 0以上 1以上 0以上 1以上

6
環境配慮型
施工及び資
材の選定

適時実施 適時実施 適時実施 適時実施 適時実施

7
実施回数

（年）
1 12回以上 12回以上 12回以上 12回以上

1

二酸化炭素総排出量の削減

4

総排水量（使用水量）の削減

化学物質の使用量の把握と適正管理

5 グリーン購入の推進

ボランティアの参加・会社周辺の清掃

電気使用量の削減

灯油使用量の削減

ガソリン使用量の削減

軽油使用量の削減

二酸化炭素排出量の削減(売上毎平均）

廃棄物総排出量の適正な把握と管理と削減

施工関係

4.　平成28年度～令和7年度中長期環境経営目標(運用期間含む）

※()内は28年度基準目標に対する目標削減率とする。

　運用期間目標値は平成28年度11～平成29年度1月を基準とする。

　購入電力のCO2排出係数は、九州電力の平成28年度実排出係数0.462[kg-CO2/kWh]を採用。

環境経営目標 単位



事務所 1 事務所の照明は、昼休み、残業時等不必要な時は消灯する 古賀　ひとみ

事務所 2 空調の適温化（冷房28度程度、暖房20度程度）を徹底する 古賀　ひとみ

事務所 3 夏季における軽装（クールビズ）、冬季における重ね着等服装の工夫（ウォームビズ）
をして、冷暖房の使用を抑える（全季において服装の工夫をする）

古賀　正昭

現場 1 建設機械等の作業を停止するときは、エンジンを停止する 古賀　寛之

現場 2
建設機械、建設設備機器、車両は無駄や無理のない運転を行う（エコドライブの遂
行）

古賀　寛之

事務所
現場 3

タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正値（メーカー指定の空気圧）を保つように努
める

山本　德久

事務所 1 会議用資料や事務手続書類の簡素化に取り組む 古賀　寛之

事務所 2 社内LAN、データベース等の利用による文書の電子化に取り組む 古賀　寛之

事務所 3 両面、集約等の機能を活用した印刷及びコピーを徹底する 古賀　寛之

現場 1 資材発注時に、設計図書等を再チェックし、残余資材の発生を防止する 古賀　寛之

現場 2 発生した残余資材を再使用できるよう配慮する 山本　德久

事務所 1 手洗い時、洗い物においては、日常的に節水を励行する 古賀　ひとみ

現場 2 雨水の貯留タンクや雨水利用施設の設置等により、雨水利用を行う 菅　裕昭

現場 1 有害性の化学物質について、その種類、使用量、保管量、使用方法、使用場所、保
管場所等を経時的に把握し、記録･管理する

山本　德久

現場 1
化学物質の安全性に関する情報伝達のため、MSDS（化学物質安全データシート）に
より管理する

古賀　寛之

現場 1 接着剤、防水剤、塗料等に含まれる有害性の化学物質の削減に取り組む 古賀　寛之

現場 2 建設現場等で使用する化学物質は、生分解性等の環境にやさしい製品の使用促進
を行う

古賀　正昭

事務所 1 グリーン購入法適合製品を優先的に購入する 古賀　正昭

事務所 2 再生材料から作られた製品を優先的に購入、使用する 古賀　正昭

事務所 3 修理や部品交換が可能で、部品の再使用、素材の再生利用が容易な設計の製品を
優先的に購入、使用する

古賀　正昭

事務所
現場 1 建設汚泥の流出防止を徹底する 古賀寛之

事務所
現場 2 地域の自然環境との調和に配慮し、生態系や景観の保全について指向する 古賀　寛之

事務所
現場 1 地域のボランティア活動等に積極的に参加し、協力や支援を行う（清掃等） 古賀　正昭

5

4　化学物質使用量の把握と管理と削減

把握

管理

削減

5　グリーン購入の推進

6　施工関係

設計・施工の工夫

7　ボランティア活動

3　水使用量の削減

5.令和四年度版環境経営計画

細分 区分 経営項目 責任者

1　二酸化炭素総排出量の削減

電気使用量の削減

ガソリン軽油使用
量の削減

2　廃棄物総排出量の適正な把握と管理と削減

一般廃棄物　排出
量の削減

産業廃棄物　排出
量の削減



平成28年
度

基準年 目標 実績

kg-CO2 21078.8
20024.8

(5%)
30666.5 65.29

kg-CO2/

百万円
526.34

500.02
（5％）

453.64 110.22

1-1
kWｈ/
百万円

255.25
245.04
（4％）

140.26 174.70

1-2 ℓ/百万円 利用無し 利用無し 利用無し 利用無し

1-3 ℓ/百万円 133.6
128.25
（4％）

67.08 191.89

1-4 ℓ/百万円 50.8
48.76
（4％）

90.36 53.96

2 - 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

3
㎥/百万

円
7.55

7.24
（4％）

3.34 216.76

4 - 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

使用機材等の購入
（低燃費・低排出等）

切替
品目数

0 1以上 7品目 100

車両の切替
省エネ車
保有台数

（％）
0 0以上 0 0

6

環境配慮
型施工及
び資材の

選定

適時実施 適時実施 適時実施 適時実施

5
実施回数

（年）
1 12回以上 25 208.33

6

二酸化炭素排出量の削減(売上毎平均）

電気使用量の削減

灯油使用量の削減

ガソリン使用量の削減

軽油使用量の削減

総排水量（使用水量）の削減

化学物質の使用量の把握と適正管理

5 グリーン購入の推進

ボランティアの参加・会社周辺の清掃

廃棄物総排出量の適正な把握と管理と削減

施工関係

二酸化炭素総排出量の削減

1

6.令和四年度版環境経営目標の実績

※()内は28年度基準目標に対する目標削減率とする。

環境経営目標 単位

令和4年度

対目標比
率   (%)

記録日：R5　3月9日
記録者：古賀寛之



サイト
区分

結果

全社 ×

1-1 事務所 〇

1-2 現場 〇

1-3 全社 〇

1-4 現場 ×

2 全社 〇

3 全社 〇

4 現場 ○

5 全社 〇

6 現場 〇

7 全社 ○

・目標達成
・昨年度の反省を生かし、使用済みの紙を適正に利用・保管・再生資源化施設
への持ち込みができた。

廃棄物総排出量の適正な把握と管理と削減

施工関係

記録日：R5　3.15
記録者：古賀寛之

総排水量（使用水量）の削減
・目標を大幅に上回り達成。
・社員全員の高い節水意識が数値に現れている。
・来季も継続し結果に繋げたい。

・目標達成。
・主に事務用品の購入時に環境配慮型の製品を購入した。
・今後も物品購入の際は優先購入を心掛ける。

グリーン購入の推進

7.令和四年度版　環境活動の取組結果と評価及び次年度の取組内容

環境経営目標 評価及び次年度の取組目標

1

二酸化炭素排出量の削減
・目標未達成。
・原因を分析し目標値の再設定も念頭に対応策を検討する。

電気使用量の削減

・目標達成。
・前年度に引き続き事務所内での管理徹底ができている。
・更なる意識向上と積極的な活動への取組により来年度も目標達成
を目指す。

灯油使用量の削減
・今年度の利用無し。
・今後使用する場合も利用量削減に努める

ガソリン使用量の削減
・目標を大幅に上回り達成。
・効率の良い作業や車両の選定ができている。
・引き続き社員全員高い意識の上で取り組む。

軽油使用量の削減
・目標未達成。
・原因を分析し目標値の再設定も念頭に対応策を検討する。

ボランティアの参加・会社周辺の清掃

・目標達成率は200％以上と予定以上の活動ができた。
・閑散期を利用した社会貢献活動の幅を広げていきたい。
・今後も弊社が参加可能なボランティア活動や地域貢献活動を通し
環境保全に貢献したい。

○：結果が得られている　△：結果が不十分　×：結果が獲られていない

7

化学物質使用料の把握と適正管理
・各薬剤の空き容器を保管し使用量を管理した。
・MSDSによる適正管理を実行した。

・機材不使用時のエンジン停止や移動車を極力少ない台数に絞る等
が実行できていた。
・他にもすぐに実行できることがあると考える。
・社内全員で話し合い更に環境へ配慮した施工を心掛ける。



作成日：令和5年6月15日

令和4年度
（基準目標）

令和5年度
目標

令和6年度
目標

令和7年度
目標

令和8年度
目標

1月～12月 1月～12月 1月～12月 1月～12月 1月～12月

kg-CO2 30666.5
30359.8

(1%)
30053.1

(2%)
29746.5

(3%)
29439.8

(4%)

kg-CO2/

百万円
453.64

449.1
（1％）

444.5
（2％）

440.0
（3％）

435.4
（4％）

1-1
kWｈ/
百万円

140.26
138.8
（1％）

137.4
（2％）

136.0
（3％）

134.6
（4％）

1-2 ℓ/百万円 67.08
66.4

（1％）
65.7

（2％）
65.0

（3％）
64.3

（4％）

1-3 ℓ/百万円 90.36
89.4

（1％）
88.5

（2％）
87.6

（3％）
86.7

（4％）

2 ％ 100 100 100 100 100

3
㎥/百万

円
3.34

3.32
（0.5％）

3.30
（1％）

3.28
（1.5％）

9.27
（2％）

4 - 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

使用機材の切替
（低燃費・低排出）

切替
品目数

0 1以上 1以上 1以上 1以上

車両の切替
省エネ車
保有台数

（％）
0 0以上 1以上 0以上 1以上

6
環境配慮型
施工及び資
材の選定

適時実施 適時実施 適時実施 適時実施 適時実施

7
実施回数

（年）
1 12回以上 12回以上 12回以上 12回以上

　令和5年度～令和8年度中長期環境経営目標

※()内は令和4年度基準目標に対する目標削減率とする。

　目標値は令和4年度1～令和4年度12月を基準とする。

　購入電力のCO2排出係数は、九州電力の平成28年度実排出係数0.462[kg-CO2/kWh]を採用。

環境経営目標 単位

1

二酸化炭素総排出量の削減

二酸化炭素排出量の削減(売上毎平均）

電気使用量の削減

ガソリン使用量の削減

軽油使用量の削減

ボランティアの参加・会社周辺の清掃

8

廃棄物総排出量に対する再資源化率（リサイクル率）

総排水量（使用水量）の削減

化学物質の使用量の把握と適正管理

5 グリーン購入の推進

施工関係



■ 弊社に適用される環境関連法規について確認した結果、違反はありませんでした。
また、関係機関及び市民からの違反や指摘や訴訟等もありませんでした。

■

■

8.環境関連法規等の遵守状況及び違反、訴訟等の有無

環境関連法規（該当法規のみ） 内容 遵守状況
廃棄物処理法 委託基準・マニフェスト交付等 ○

建設リサイクル法 特定建設資材に関する届出等 ○
騒音規正法 特定建設作業に関する届出等 ○
振動規正法 特定建設作業に関する届出等 ○
道路交通法 積載基準の遵守等 ○

建設工事公衆災害防止対策要綱 埋設物対策等 ○
特定化学物質の環境への排出量及
び　　管理の改善促進に関する法

物質詳細の認識・排出移動量の把握等 ○

エコアクション21の活動に取組み6年が経過しました。
年数が経過するにつれて実行できている点とそうでない点がはっきりしてきたと感じて
います。実行できている点はさらに結果を向上させられるよう取り組み、できていない
点は「なぜできなかったのか」「どうすればできるようになるのか」を社内全体で協議
し実行していきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、1年を通し様々な
数値を具体化し見直すことによりエコアクション21に取り組む前には見えなかった会社
の良い点や悪い点も見えるようになりました。これも本活動に取り組む上での思わぬ副
産物で大変意義を感じております。
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○：法規を遵守している。　△：法規に抵触している恐れがあり是正が必要

9.社外での環境活動への参加

10.代表者による全体評価と今後に向けた取組

到津の森公園内、除草作業の様子

一般社団法人北九州緑化協会が主催する到津の森公園、緑地維持管理のボランティア活
動に参加しました。
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